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進路を実現するためには、計画と行動が大切です。そのための準備をはじめましょう。

問１　あなたの進路の目標は何ですか？できるだけ具体的に書いてください。（進路についてまだ考え中の人は、「進路の決定」を目標にしてもかまいません）。
例1：なにわ大学なにわ学部なにわ学科なにわコースに進学する
例2：進路を決定する

問２　そのために、準備をすることについて3段階で確認しましょう
　　　1段階【今の自分には何が足りませんか？目標達成のために必要なことをすべて記入。】
例1：国語の点数が足りない　　　例2：決定するために何をしたらよいかわからない

　　　2段階【そのために何をする必要がありますか？】

例1：国語の点を上げる　　　　　例2：何をしたらよいか知る

　　　3段階【そのためにどうしますか？】

例1：国語の勉強を毎日する　　　例２：先輩などいろいろな人の話を聞く 

　　　　　　※　3段階目に記入したことが、目標達成のために準備する方法になります。

　
問３　実際に行動するためには、できるだけ具体的な進め方を考えておくことが必要です。具体的に、どのように進めていこうと思いますか？
例1：国語で苦手なところを中心に、基礎問題から毎日1ページずつ解く。

例2：いろいろな先輩の話を聞く。オープンキャンパスに行ってみる。進路の先生に相談してみる。

問４　それぞれの方法について「いつからはじめる」「いつまでに完了する」を考えて記入しましょう。

例1：明日から毎日1ページずつはじめる。3ヶ月後の○月○日までに完了する。

例2：まずは、いろいろな先輩に話を聞く。明日から夏休みに入る前まで続ける。）


実行したことを、毎日カレンダーに記入していきましょう。自分の行動を毎日確認することができます。計画通りに実行することがベストですが、まずは、できることを、できるだけ実行し、記録しておくことからはじめましょう。この記録があると、計画通りにいかない場合でも、それをてがかりにあとでチェックし、より実行可能な計画に作り直すことができます。

＜記入例＞　ある1ヶ月の『実行カレンダー』を記入した例です。

　



　　　　　　　　　　　　………………切り取り線………………
上の＜記入例＞を参考にして、下の「あなたが具体的に実行する予定」を記入しましょう。そして、『実行カレンダー』に日付を記入し、あなたが実行できたことを毎日記録していきましょう。月末には、「実行できた日数」を記入しましょう。
４－②





４　行動するチカラ　応用編


計画し行動をはじめよう ～進路実現のための準備にとりかかる～
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自分の将来を選択し、意思決定をした後は、計画をし、実行していくことが必要です。


「行動するチカラ・応用編」では、目標の実現に向けて、できるだけ具体的な方法や進め方・時期を考え、実行可能な計画を立てて、一歩でも目標に近づくために意識して行動してみましょう。
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４－②





行動する





具体的に実行する予定（例）


　　『実行カレンダー』スタート（5月1日）


●　国語の基礎問題を毎日解く（例１）


△　いろいろな先輩の話を聞く（例２）





今月実行できた日数（1ヵ月後の例）


●　12日（例１）


△　 3日（例２）





８１





あなたが今月実行できた日数


● 　　　日


△ 　　  日


■ 　　　日


☆       日





あなたが具体的に実行する予定





　　　スタート（　　月　　日）


●　「　　　　　　　　　　　　　」


△　「　　　　　　　　　　　　　」


■　「　　　　　　　　　　　　　」


☆　「　　　　　　　　　　　　　」








